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１学期を終えて 

 ７月１３日から地域の方や卒業生にスクールサポートスタッフや心の居場所サポーターとしてお世話 

になっています。 

 スクールサポートスタッフや心の居場所サポーターは京都府教育委員会 

の事業として配置され、スクールサポートスタッフは教室等校舎の消毒など 

新型コロナウイルス感染症対策業務をサポートしていただいています。 

 また、心の居場所サポーターは学習支援や教育相談を担い、生徒一人ひと 

りに寄り添った教育活動を行います。 

スクールサポートスタッフ・心の居場所サポーターが配置されました 

  ６月に学校が再開し、およそ２ヶ月の１学期を終えようとしています。この間、新型コロナウイルス感染

症拡大防止に向けた取組をしつつ、学校生活の充実に努めてきました。基本は「密」を避けることです。

中でも最も多くの時間を過ごす授業について、タブレットやプロジェクターを有効に使いながら、Ｔ１とＴ２

による２教室に分かれたティームティーチングに取り組み、３年生では５教科について完全な２講座体制

で取り組んでいます。生徒の皆さんも、朝の検温やマスクの着用など様々な防止策について、しっかり取

り組んでくれているお陰で、無事に１学期を終えることが出来ます。 

  また、「心の感染症」に的を当てた道徳での学び等を通して、命と人権の大切さを理解し、偏見や誹謗

中傷をしっかり否定する感想を書いてくれました。ここにも、今回の対応の中でのみなさんの成長が読み

取れます。 

  このように、いろいろな制約がある中での学校生活ですが、そんな中でも生徒は、一歩ずつ成長を遂

げています。そのよい例として、生徒会活動の本格化があげられます。７月22日に、第1回の生徒総会が

開催され、生徒会スローガンをはじめとして、各専門部や各クラスの目標、取組方針が承認されました。

令和２年度の生徒会スローガンは、『「開花」～殿中の新たな１歩～』です。前年度の生徒会が、新たな

取り組みとして始めた年間を通してのブロック活動を、自分たちの世代で確かなものにしようとする、前

向きな思いが伝わってきます。どのような状況にあっても、常に前進しようとする姿に、頼もしさを感じてい

ます。体育祭や文化祭についても、それぞれの規模を縮小しながらも、学校祭として１日開催することも、

確認されました。着実に、工夫をしながら１歩前進しています。 

  学校行事については、修学旅行の旅行先を長崎に変更し、10月18日（日）から20日（火）で実施し

ます。もちろん、今後の動向によって見直すこともありますが、この他の諸行事についても、おおよその整

理をしており、感染防止に配慮しながら、出来ることを積み上げていきたいと考えています。このような学

校行事や学校の取組のあり方については、今後も学校運営協議会でご意見を伺いながら、より良い形を

模索していきたいと思います。「熟議」についても、開催を予定しており、地域の皆さんとともに、こういうと

きだからこその、１歩前進した殿田中学校づくりに取り組んでいきたいと思います。 



 

 
 

口丹波中学校総合体育各種大会 南丹・船井ブロック交流大会 

 今年度の口丹波中学校各種大会は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、亀岡、南丹・船井の各

ブロックでの交流大会となります。3年生にとっては、最後の大会となります。今までの練習の成果を発揮

してくれることを期待しています。 なお、各種大会は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じて開

催されます。保護者の皆様も御協力をお願いします。   

 

薬物乱用防止教室 

 7月6日（月） 講師に南丹警察署

スクールサポーターをお迎えし、学年

ごとに薬物乱用防止教室を実施しま

した。実際の事例や具体的な人数を

示していただき、違法薬物の恐ろしさ

や「大切なのは正しい知識と断る勇

気」ということを学習しました。 

軟式野球は７月23日（木）から大会が始
まりました。結果は 

  1回戦 殿田 ３－１ 八木  

  ２回戦 殿田 １－８ 園部（敗退） 

 8月1日は交流戦があります。 

 

今年度スローガン “開花～殿中の新たな一歩～” 

生徒総会  

 7月22日（水）  生徒総

会が行われました。生徒

会や各専門部の活動目

標・年間行事計画につい

て審議し、承認されまし

た。また、各学級の目標や

活動方針も確認しました。   

※ 夏季休業中の部活動の予定は部によって異なります。 


